
理論と実践の再考
～主体性と交互作用を中心に考える～

2023年11月11 日（土）

日本福祉大学名古屋キャンパス

北館8階 ８ABC

〒460-0012 名古屋市中区千代田5-22-35

JR中央線 地下鉄鶴舞線 鶴舞駅下車 徒歩5分

参加費：無料

「子ども真ん中」「当事者主体」「ミクロ、メゾ、マクロシステムの交互作用の変化の構想」
ソーシャルワークの理論と実践の両面から捉え、結び付けていきます。

QRコードもしくはURLからお申込みください
https://forms.gle/UKr7EegSPJbyAKaM8

締め切り 11月3日（金）
定員70名 定員になり次第締め切ります
問合せ ssw.tokaihokuriku@gmail.com（担当：杉原）

令和5年度 日本学校ソーシャルワーク学会
東海北陸ブロック研修

10：00～12：00 講演

『ソーシャルワークの本質にたちかえる』
愛知教育大学准教授 厨子健一氏

『支援デザインの必要性について』
愛知県立大学大学院非常勤講師

佐々木千里氏

13：15～16：30 グループワーク
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